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１ 取組の目的・経緯 
   学校を地域に開き，保護者以外の地域住民の協力を得るため，平成 22 年 10

月に，学校支援地域本部（豆ボラ神守）として発足 
   平成 28 年 7 月から，「学校支援地域本部」を「地域学校協働本部」とし，学

校・家庭・地域が一体となって，地域ぐるみで子供を育てる体制を目指している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 主な取組の概要（平成 22 年度～現在） 
 ● 寺子屋（月テラ・ドテラ） 
   月曜日の放課後(月テラ)，土曜日の午前(ドテラ)に，大学生のボランティア， 

 退職教員を支援者として，年間各１５～２０回ほどの学習支援を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ● 図書支援 

平成 23 年度から，学校で朝読書を実施する上で，図書室の環境・運営上の課
題を「図書ボラ」の支援により解決を図った。 

  

  

 

  

  

 

 

 

先進事例  ① 豆
まめ

ボラ神
か

守
もり

（愛知県津島市立神守中学校地域学校協働本部） 

 中学生の参加者は学校が募集し，大学生のボランティア募
集はコーディネーターが行っている。 
地域本部の活動を通して，サービス・ラーニングを経験した

中学生が，大学生ボランティアとなり，さらにボランティアとして
携わった大学生が教員となって，地域の教育力を積極的に受
け入れている。      
※ このサイクルができるまで 6年から 8年かかった。 

〈図書室の課題〉 

・ 古い本が多く，新刊本が少ない。 ・ 使用頻度が少ない。 
・ 読書に親しむには雰囲気が暗い。 
・ 開館時間が月・水・金の昼休み１０分間。 
 

◆ 朝読書のスムーズな実施   
◆ 図書室を利用する生徒の増加 
◆ 図書室が大人とのコミュニケーションの場 

 

 

 

本部長(1) コーディネーター(2) 
コミュニティ(1)   補導員(1) 
ＰＴＡ(2)  地域(12)  中学校(2) 

     〈神守中学校等での支援活動〉 
● 学習支援 ● 図書支援 ● 生活安全支援 

● 環境支援 ● 外国人支援 ● 学校行事支援 

● 部活動支援 ● 外部講師支援 

● 中学生ボランティア派遣支援 

 

地域学校協働本部 
実行委員会（豆ボラ神守） 

 

 

実行委員会（豆ボラ神守） 

 

支援毎に運営
を担当するボラ
ンティアを配置
し，50 名のボラ
ンティアが支援
活動を実施 

神守中学校地域学校協働本部 
 

〈図書ボラによる支援〉 

 

〈組織図〉 

 

 ◆ 中学生 ： 学習意欲の向上，学力向上，進路目標の実現，悩み・不安の解消や心の安定   
◆ 大学生ボランティア ： 教員志望者の指導力向上  ◆ 学習支援スタッフ ： 生きがいづくり 

・ 火・木曜日の本の貸出 

・ 本のバーコード化（6000 冊） 
・ 本の廃棄（３０００冊廃棄） 
・ 飾り付け，読書啓発・紹介 

〈成果・効果〉 

津島市地域教育協議会 

 教育長，指導主事，トータルコーディネーター，１２小中学校の本部長・コーディネーター，小中学校代表校長 

   
〈成果・効果〉 
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 ● 中学生ボランティア活動(学校から地域へ） 

   20 年後の地域住民のボランティア・スピリッツを醸成するために，中学生に

よる地域貢献活動（コミュニティサービス）を活動に組み入れている。 

     次の震災に備え，地域の防災・減災の担い手育成 

 という意味においても重要な取組としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● その他の支援 

 
   
 
 
 
 
   

 
 
 
 

 
 
 
 

   

３ 事務局の設置について 

  「学校の中に地域学校協働本部をつくることが必要である。」との考えから， 

 学校の空き教室を活用し，事務局を設置している。 

  校内に事務局があることで，学校側の窓口との連 

 携・調整がスムーズに進む。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここへ直接、

氏名を記入 

〈年間延べ２２０名の生徒が地域ボランティアへ〉 
朝のショートホームルームで募集開始を告げると，その日

のうちに定員が埋まるなど，生徒は，学校への支援のお礼
に，学校からも地域を支援したいという思いで活動に対して積
極的である。 

・外部出入口のカギ貸与（コーディネーター管理） 
・３６５日２４時間利用可能 
・備品等－パソコン，コピー機，携帯電話，水回り，冷蔵庫 

〈事務局の状況〉 

【先進事例から学ぶポイント】 

● これまでの組織を基盤に「地域学校協働本部」と改名 

● 学校の諸課題への対応を地域全体で支援するための多様な支援活動 

● 中学生による地域貢献活動への支援 

● 校内に，地域学校協働本部の事務局を設置 

 
◆ 中学生の自己肯定感の高揚   ◆ 地域での中学生に対する認識の変化 
◆ 地域の将来への期待感の向上   ※ 双方にとっての元気の素となる活動になっている。 
◆ 大学生ボランティア ： 教員志望者の指導力向上  ◆ 学習支援スタッフ ： 生きがいづくり 

   
〈成果・効果〉 

◆ 学校教育課題の改善（不登校・非行の減少） 
◆ 地域を継承し，次代の地域づくりを担う人づくり 
◆ 中学生を含めた住民の地域づくりを担う一員としての意識の向上 

学校行事支援〈キャリア教育〉 

大学生等ボランティアと生徒とのしゃべり場
の開催 

 

増加する外国から転入した生徒への日本語指
導を「ドテラ」で実施 

環境支援ボランティアによる
校庭の芝生化や植栽作業 

元不登校だった中学生の母親が現不登校生徒の家族にアドバ
イスするなど，同じ悩みをもつ保護者への支援 

生活安全ボランティアによる「あいさつ運動」
「交通安全指導」「校内巡回活動」（警察署，
少年補導委員，PTA と連携して実施） 

外国からの転入生への日本語指導 

環境支援 

生活安全支援 「風と土の会」(先生と地域の交流会) 
 先生と地域住民の交流・情報交換の場として実施 

「風」…何年かすると転任してしまう先生 
「土」…ずっとその地区に住んでいる地域の人 

 

   
〈成果・効果〉 

不登校支援〈「親の会（Bｅ～Heart)」の開催〉 


